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鮮魚や野菜などを買い求めて

山の幸ガズラリ• 新鮮な海
今坊しおさい市オーブン

八
月
六
日
、
国
道
三
七
八
号
沿
い
の

喜
多
漁
港
前
に
、
新
鮮
な
海
の
幸
、

山

の
幸
を
直
売
す
る
「
し
お
さ
い
市
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
し
お
き
い
市
は
、
農
家
と
漁
家

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
や
活

力
と
潤
い
の
里
づ
く
り
を
目
指
し
て
設

置
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
日
は
、
厳
か

な
神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
海

・山
の
幸

が
格
安
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

海
の
幸
と
山
の
幸
を
直
売
す
る
こ
の

よ
う
な
施
設
は
、
非
常
に
珍
し
く
、
開

庖
と
同
時
に
、
タ
イ
、
ア
ジ
、
エ
ピ
な

ど
の
新
鮮
な
魚
介
類
を
は
じ
め
、
き
ゅ

う
り
、
ト
マ
ト
、
な
す
、
す
い
か
な
ど

の
新
鮮
な
農
産
物
に
、
大
勢
の
買
い
物

客
が
長
蛇
の
列
を
つ
く
り
ま
し
た
。

な
お
、
販
売
は
、
鮮
魚
が
日

・
水
曜

日
の
週
二
回
、
農
産
物
は
毎
日
い
ず
れ

も
朝
九
時
か
ら
夕
方
六
時
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今月号の主な内容
。海の祭典...・H ・-…...・H ・-…….2・3

0年金 ・人権作文ほか……...・H ・..…4

0秋の交通安全………...・H ・H ・H ・.....5

0お知らせ...・H ・..…...・H ・..…...・H ・..6

。紹介コーナ_...・H ・..……...・ H ・..… 7

。ルポ・・・・・・・・……・・・…・・・・・・…・・・・・・…・8



2 

大勢の人で賑わった海の祭典

長
浜
の
夏
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
海
の
祭
典
」
が
四
年
ぶ
り
に
八
月

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

五
・
六
日
の
二
日
間
、
町
民
の
広
場
、
海
水
浴
場
を
メ
イ
ン
会
場

五
日
の
前
夜
祭
に
は
、
長
浜
音
頭
踊
り
大
会
や
各
種
団
体
に
よ

る
出
庖
を
は
じ
め
、

ソ
ウ
ル
旅
行
が
あ
た
る

O
×
ク
イ
ズ
、
花
火

大
会
な
ど
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
長
浜
大
橋
の
真
上
を
彩
る
色
鮮
や

か
な
花
火
大
会
で
は
、
終
始
見
物
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
六
日
の
祭
典
で
は
、
水
着
撮
影
会
や
釣
り
大
会
、
神
輿

海
上
渡
御
、
宝
ま
き
な
ど
、
よ
り
パ
ワ
l
ア
ッ
プ
し
た
催
し
物
が

行
わ
れ
、
各
会
場
で
は
訪
れ
た
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
、
子
供
か
ら

な
お
、
各
催
し
物
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
年
寄
り
ま
で
長
浜
の
夏
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

出j吉で楽しむ子供たち

ち

F
F
F

輪
車
レ
ー
ス

幼
旧
拓
@
部

一
一
位
一
岩
本
豪
(
沖
浦
・

5
歳
)

{
二
位
一
石
住
成
久
(
沖
浦
・

5
歳
)

{
三
位
一
後
藤
み
ほ
(
大
分
県
・

4
歳
)

小
単
車
@
部

一
一
位
一
酉
真
弘
(
松
山
市
・

8
歳
)

{
二
位
一
大
山
期
平
(
長
浜
・

9
歳
)

{
三
位
一
酉
高
史
(
松
山
市
・

7
歳
)

申
ロ
薗
棲
@
部

{
一
位
一
真
鍋
定
生
(
長
浜
・
ロ
歳
)

{
二
位
一
吉
田
妙
子
(
櫛
生
・
四
歳
)

一
三
位
}
寺
岡
勇
一
(
長
浜
・
日
歳
)

一
般
@
部

一
一
位
}
上
村
孝
直
(
熊
本
県

-
M
歳
)

{
二
位
一
尾
花
強
志
(
大
洲
市
・

4
歳
)

{
一
二
位
}
丸
井
幸
造
(
今
坊
・
お
歳
)

げ
た
飛
ば
し
競
争

予
侠
@
師
団

一
一
位
}
尾
上
英
人
(
長
浜
、
日
・
町

m)

一
二
位
}
大
潮
幸
治
(
町
外
、

m-

H
m
)
{
三
位
}
高
岡
宏
光
(
長
浜
、

に
D

庁

/

J

1

7

¥

 

一
般
@
部

一
一
位
}
山
尾
淳
志
(
豊
茂
、

μ
・口

四
)
{
二
位
一
井
上
勉
(
沖
浦
、

n
・

犯
m

)

{

三
位
一
河
野
悟
久
(
出
海
、

Q
u
n
U
1
J
 

ー
ょ
っ
山
工
」

元気よく子供たちも参加した踊り大会
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一一一一一海の祭典

。
メ
ク
イ
ズ

{
優
勝
(
ソ
ウ
ル
ニ
泊
三
日
ぺ
ア
旅
行

券
)
}
清
水
勇
志
(
黒
田
・

9
歳
)

{
準
優
勝
(
ふ
ぐ
料
理
ペ
ア
食
事
券
}

戎
晃
弘
(
長
浜
・

H
歳
)
小
西
周
(
長

浜
・
日
歳
)

{
三
位
(
鮮
魚
買
物
券
)
一
十
二
名

子供から大人まで参加したoxクイズ

九
釣
り
大
会

一
般
@
部

{
一
位
}
白
石
重
治
(
大
洲
市
・

チ
ヌ
却
・

7
岨
)
{
二
位
一
神
崎

利
夫
(
長
浜
・
チ
ヌ
U
・
4
叩)

{
一
二
位
一
松
下
強
(
今
坊
・
マ
ダ

イ
お
・

1
岨

)

oxクイズで優勝した清水君(中央)

婦
人
口
少
年
@
部

一
一
位
一
神
崎
麻
理
(
長
浜
・
ア
ジ
担
・

7
m
)
{
二
位
一
馬
場
恵
子
(
沖
浦
・

カ
マ
ス

m
・
5
叩
)
{
三
位
一
菊
地
剛

(
長
浜
・
ベ
ラ

m
-
2
岨)

大
治
相
@
師
団

{
一
位
一
倉
橋
保
(
大
洲
市
・
お
匹

一
二
位
}
馬
場
正
義
(
沖
浦
・
叩
匹
)

事

ま

香

釣り大会の表彰者

一
特
賞
(
大
鯛
)
}
池
田
誠
矢
(
松
山

市
・

4
歳
)
近
藤
嘉
彦
(
愛
知
県
・
部

歳
){
一
等
賞
(
中
鯛
)
}
寺
岡
浩
司
(
長

浜
・

9
歳
)
西
村
元
次
郎
(
沖
浦
・
お

歳
)
宝
道
朋
子
(
愛
知
県
・

9
歳
)
池

田
智
子
(
福
岡
県
・
部
歳
)
渡
辺
重
久

(
大
洲
市
・
M
M

歳
)

一
二
等
賞
(
は
ま
ち
)
}
神

崎
期
士
(
長
浜
・

9
歳
)
宮

田
昌
彦
(
下
須
戒
・
日
歳
)

尾
上
富
夫
(
豊
茂

-
m歳
)

奥
野
幸
子
(
仁
久
・
臼
歳
)

城
ケ
滝
満
子
(
沖
浦
・
日
歳
)

中
嶋
鮎
美
(
東
京
都
・

9
歳
)

村
上
悌
二
(
松
山
市
・
四
歳
)

矢
野
満
土
口
(
松
山
市
・
印
歳
)

宝まきの上位入賞者

三輪車レースに挑む子供たち迷路で楽しむ子供たち

タライレースに挑む参加者
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年金・人権作文ほか一一一一

海
外
在
住
の
方
も

国

民

年

金

海
外
に
在
住
す
る
日
本
人
も
二
十
歳

以
上
七
十
歳
未
満
で
あ
れ
ば
国
民
年
金

に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

任
意
加
入
す
れ
ば
、
万
一
の
場
合
に

障
害
、
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る

等
、
と
て
も
安
心
な
制
度
で
す
。

加
入
手
続
き
と
保
険
料
を
納
め
る
た

め
に
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
協
力
者
に

依
頼
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

親
族
に
依
頼
す
る
場
合

圏
内
で
の
最
終
住
所
地
の
市
町
村
に

親
族
の
方
が
住
ん
で
い
る
場
合
は
、
そ

の
親
族
の
方
に
協
力
者
に
な
っ
て
も
ら
っ

て
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
そ
の

市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
係
で
し
て
も

ら
う
と
同
時
に
、
保
険
料
も
本
人
に
代

わ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。制
日
本
国
民
年
金
協
会

に
依
頼
す
る
場
合

国
内
で
の
最
終
住
所
地
の
市
町
村
に

親
族
が
住
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
社
団

法
人
日
本
国
民
年
金
協
会
(
以
下
協
会

と
い
う
。
)
を
協
力
者
と
し
て
依
頼
し

ま
す
。協
力
者
と
し
て
依
頼
を
受
け
た
協
会

は
、
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
屈

(
申
出
)
書
と
保
険
料
を
預
か
っ
て
、

協
会
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
社
会
保
険

事
務
所
に
依
頼
人
の
加
入
居
書
と
保
険

料
の
納
付
を
代
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
詳
し
く
は
、
役
場
国
民
年
金
係
(
盟

五
二

l
一
一
一
一
・
側
二

O
六
二
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

J尼
ヰ奉

秋
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
や
農
作
業
な
ど
、

外
出
す
る
機
会
が
増
え
る
と
同
時
に
、

泥
棒
に
よ
る
被
害
も
多
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
事
項
に
注
意

し
て
、
泥
棒
か
ら
の
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ

、つ。
大
外
出
時
、
就
寝
時
は
確
実
に
施
錠

す
る
。
大
戸
締
ま
り
は
二
重
に
す
る
。

大
カ
ギ
は
隠
さ
ず
、
必
ず
持
っ
て
外
出

す
る
。
大
出
か
け
る
と
き
は
、
お
隣
り

へ
一
声
か
け
て
お
く
。
大
ひ
と
目
で
留

守
と
わ
か
ら
ぬ
工
夫
(
新
聞
な
ど
を
た

め
な
い
)
を
す
る
。
女
夜
間
は
、
門
灯
、

玄
関
灯
な
ど
を
点
灯
し
、
家
の
周
囲
を

明
る
く
す
る
。

も
し
、
万
一
被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
警
察
署
か
最
寄
り
の
交
番
に
連

絡
し
、
被
害
現
場
は
触
れ
ず
に
そ
の
ま

ま
の
状
態
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
わ
た
し
は
、
今
ご
ろ
よ
く
体
育

一
館
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
あ
そ

一
ん
で
い
ま
す
。
あ
そ
ぶ
と
き
は
、

一
だ
い
た
い
全
校
の
み
ん
な
が
い
っ

一
し
ょ
で
す
。

一
こ
の
前
、
わ
た
し
が
体
育
館
に

一
行
く
と
、
も
う
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
が

一
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

一
ど
っ
ち
の
チ
l
ム
に
入
っ
た
ら
い

一
い
の
か
な
ぁ
と
思
っ
て
ま
っ
て
い

一
ま
し
た
。
す
る
と
、

A
ち
ゃ
ん
が
、

一
「

O
Oち
ゃ
ん
、
こ
っ
ち
の
チ

I
ム

一
に
入
っ
た
ら
い
い
よ
。
」
と
言
つ

一
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
み

一
ん
な
の
な
か
聞
に
入
る
こ
と
が
で

一
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

一
も
し
、

A
ち
ゃ
ん
が
声
を
か
け
て

E

く
れ
な
か
っ
た
ら
、
わ
た
し
は
、

一
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、

一
ず
っ
と
立
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
か
も

一
し
れ
ま
せ
ん
o
A
ち
ゃ
ん
が
さ
そ
っ

園
て
く
れ
た
と
き
、
ぽ
う
っ
と
心
の

一
中
が
あ
た
た
か
く
な
り
ま
し
た
。

国
少
し
た
つ
と
、

B
ち
ゃ
ん
が
ド
ッ

一
ジ
ボ

l
ル
を
し
に
来
ま
し
た
O

B

一
ち
ゃ
ん
も
初
め
、
ど
う
し
た
ら
い

一
い
の
か
な
あ
と
い
う
感
じ
で
立
つ

一
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

A
ち
ゃ

一
ん
が
「

B
ち
ゃ
ん
は
、
あ
っ
ち
の

一
チ
l
ム
に
入
っ
て
。
」
と
言
い
ま
し

た
O

B
ち
ゃ
ん
は
、

A
ち
ゃ
ん
に
声
を

か
け
ら
れ
て
う
れ
し
そ
う
に
反
対
の
チ
ー

ム
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、

B
ち
ゃ
ん
も
、
わ
た
し
と
同
じ
気
持
ち

だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
と
思
い
ま
す
o

A
ち
ゃ
ん
は
、
み
ん
な
の
よ
う
す
を
見

な
が
ら
あ
そ
ん
で
い
る
の
で
、
え
ら
い

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
後
か
ら
来
た
人

を
気
持
ち
よ
く
な
か
聞
に
入
れ
て
、
い
っ

し
ょ
に
あ
そ
ぶ
の
で
、
み
ん
な
が
楽
し

UI人権j作文.

小学三年生
(六年度人権作文集より)

ドッジボール

く
あ
そ
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
。わ
た
し
は
、
一
人
で
あ
そ
ぶ
よ
り
み

ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぶ
ほ
う
が
す

き
で
す
。
み
ん
な
で
あ
そ
ん
だ
ほ
う
が
、

い
ろ
ん
な
あ
そ
び
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

み
ん
な
と
あ
そ
ん
で
い
る
と
、
心
が
う

き
う
き
し
て
き
で
、
ず
っ
と
休
み
時
聞

が
続
い
た
ら
い
い
の
に
な
ぁ
と
と
き
ど

き
思
い
ま
す
。

体
育
館
で
あ
そ
ん
で
い
る
と
き
、
一

C
君
が
一
人
だ
け
で
あ
そ
ん
で
い
る
一

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

C
君
は
、
ボ
1

一

ル
を
つ
い
た
り
、
な
げ
た
り
し
て
一
一

人
で
あ
そ
ん
で
い
ま
す
。

C
君
は
、
一

時
ど
き
わ
た
し
た
ち
の
ほ
う
を
見
て
一

い
る
け
ど
、
ま
た
一
人
で
あ
そ
び
始
一

め
ま
す
。
わ
た
し
は
、

C
君
は
い
つ
一

し
ょ
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
が
し
た
い
の

か
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

c
一

君
の
よ
う
す
を
見
て
い
る
と
、
一
人
一

で
あ
そ
ん
で
い
る
の
が
楽
し
そ
う
に
一

も
見
え
ま
す
。

C
君
が
あ
そ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
へ
、
一

D
君
が
、
「
C
君
、
ぼ
く
に
も
や
ら
一

せ
て
。
」
と
言
い
な
が
ら
、
近
ょ
っ
一

て
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
び
始
め
た
こ
と
一

が
あ
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
そ
れ
一

を
見
て
、
ほ
っ
と
し
た
気
分
に
な
り
一

ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
一
人
で
あ
そ
ん
一

で
い
る
C
君
よ
り
、

D
君
と
い
っ
し
ょ
一

に
あ
そ
ん
で
い
る

C
君
の
ほ
う
が
元
一

気
そ
う
に
見
え
ま
し
た
。

C
君
と

D

一

君
が
、
顔
を
見
合
わ
せ
て
、
楽
し
そ
一

う
に
わ
ら
っ
て
い
る
声
が
聞
こ
え
て
一

き
ま
し
た
。
み
ん
な
の
わ
ら
い
声
が
、
一

い
つ
も
聞
こ
え
る
と
い
い
な
ぁ
と
思
一

い
な
が
ら
、
わ
た
し
は
、
ま
た
ド
ッ
一

ジ
ボ
l
ル
を
し
始
め
ま
し
た
。
一
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日
以
砂
よ
A
d
盟
抑
A
7
ψ
し

戸

恥

6
A
恥

w
k
r

場
易
ラ
司
お
叩
A
7側

u
b
B
ル
ー
ル

ー
秋
の
全
悶
交
通
安
全
運
動
/
¥
ノ

秋の交通安全@リサイクルコンテスト

九
月
二
十
一
日
か
ら
一
一
一
卜
日
ま
で
の

十
U
聞
は
、
秋
の
今
一
国
交
通
安
全
運
動

期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
七
年
に
入
っ
て
愛
媛
県
内
の
交

通
事
故
は
五
千
五
百
五
件
、
死
者
八
十

八
人
、
傷
者
六
千
五
百
六
十
一
一
人
(
七

月
末
現
在
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
洲
署
管
内
で
は
、
交
通
事

故
百
七
十
五
件
、
死
者
八
人
、
傷
者
-

J

百
十
八
人
(
七
月
末
現
在
)
で
、
発
生

事
故
件
数
は
昨
年
に
比
べ
十
八
件
増
加

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
の
特
徴
を
見
て
み
る

と
、
高
齢
者
の
運
転
・
歩
行
中
に
よ
る

事
故
が
大
半
を
占
め
、
続
い
て
、
者
者

の
無
謀
運
転
に
よ
る
事
故
と
な
っ
て
い

J
噛

ま
す
。運
動
期
間
中
で
は
、
「
し
め
よ
う
か
カ

チ
ッ
u

と
ベ
ル
ト
・
守
ろ
う
か
キ
チ
ッ
u

と
ル
l
ル
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
交
通

安
全
知
識
を
普
及
し
、
交
通
ル

1
ル
の

遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
手
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
な
ど
を
図
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
自
身
が
、
事
故
の
当
事
者
に

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
次
の
よ
う
な
事

項
に
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
、
一
人
ひ
と

り
が
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

ちょっとした不注意がこんな事故を…

高
齢
者
と

子
供
の
事
故
防
止

。
高
齢
者
は
、
自
分
の
進
動
能

力
を
自
覚
し
て
、
自
ら
安
全
な
行

動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

。
歩
行
者
は
、
決
め
ら
れ
た
場

所
を
歩
き
、
横
断
歩
喧
や
広
道
橋

を
渡
っ
て
道
路
を
横
断
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

O
家
族
の
方
は
、
子
供
に
信
号

の
見
方
な
ど
の
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
と
相
手
を
思
い
や
る
マ
ナ
ー
を

示
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

C
シ
1
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
着
用
し
ま

し
ょ
、
つ
。
O
同
乗
者
に
も
、
シ

I
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
幼
児
の
た
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
構
え

。
運
転
者
は
、
高
齢
者
・
子
供
の
行

動
の
特
性
を
理
解
し
て
、
思
い
や
り
の

あ
る
慎
重
な
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

O
安
全
運
転
を
心
が
け
、
安
全
な
法

度
と
車
間
距
離
を
考
、
λ
、
交
通
規
則
を

遵
守
し
ま
し
ょ
う
。

O
歩
行
者
や
自
転
車
、
ほ
か
の
車
に

対
し
て
相
手
を
思
い
や
り
、
ゆ
ず
り
合

hZ意
識
を
高
め
、
交
通
ル
I
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

「
減
ら
な
い
」
「
減
り
っ
こ
な
い
」

と
、
も
し
思
っ
て
い
た
ら
、
ゴ
ミ
は

今
よ
り
も
も
っ
と
増
え
て
い
っ
て
、

ず
っ
と
人
間
と
ゴ
ミ
の
追
い
か
け
っ

こ
が
続
き
ま
す
。
で
も
、
み
ん
な
が

ち
ょ
っ
と
考
え
れ
ば
、
き
つ
一
と
ゴ
ミ

は
減
っ
て
い
き
、
あ
っ
と
驚
く
結
果

が
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
長
浜
町
で
は
、
私
た
ち

の
故
郷
の
環
境
保
全
を
考
え
、
ふ
だ

ん
何
気
な
く
出
し
て
い
る
ゴ
ミ
を
少

し
で
も
減
ら
し
、
も
っ
と
多
方
面
に

利
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
廃
棄

物
利
用
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
あ
ふ
れ
る

作
品
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
張
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

一
応
募
資
格
}
町
内
在
住
の
個
人
、

ま
た
は
町
内
に
活
動
拠
点
を
持
つ
団

体
一
応
募
先
}
役
場
生
活
環
境
課
環
境

係
ま
で

一
締
切
日
一
平
成
七
年
十
月
二
十
日

一
賞
品
}
町
長
賞
・
:
一
名
(
賞
状
及

び
副
賞
)
課
長
賞
・
:
一
二
名
(
賞
状
及

、
ぴ
副
賞
)
推
薦
賞
:
元
名
(
賞
状
及

び
副
賞
)
応
廿
係
者
全
員
に
参
加
賞
と

し
て
、
エ
コ
マ
ー
ク
賞
品
を
進
呈
。

応
募
作
品
規
定

①
空
缶
、
空
ピ
ン
、
空
箱
、
紙
袋
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
包
投
紙
等
の
明

ら
か
に
ゴ
ミ
と
認
め
ら
れ
る
物
を
利

用
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
日
常

生
活
に
役
立
つ
も
の
。

②
作
品
は
住
所
氏
名
を
明
記
し
て
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
審
査
結
果
は
、
広
報
な
が
は
ま

十
一
会
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
役
場
生
活
環
境

課
(
宮
ム
二

l
一
一
一
こ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

もう
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お知らせ一一一一

中
小
企
業
の
皆
さ
ん

時
短
奨
励
金
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

労
働
時
間
短
縮
支
援
セ
ン
タ
ー
愛
媛

県
支
部
で
は
、
週
四
十
時
間
労
働
制
が

猶
予
さ
れ
て
い
る
労
働
者
三
百
人
以
下

の
中
小
企
業
の
労
働
時
間
短
縮
を
応
援

す
る
た
め
、
省
力
化
の
た
め
の
投
資
、

ま
た
は
、
新
た
な
雇
用
に
よ
り
週
所
定

労
働
時
間
を
短
縮
し
た
企
業
に
、
最
高

三
百
七
十
五
万
円
の
奨
励
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

す
で
に
、
週
四
十
時
間
労
働
制
が
適

用
と
な
っ
て
い
る
金
融
業
、
通
信
業
者

等
や
特
例
措
置
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

労
働
者
が
九
人
以
下
の
商
業
、
映
画
・

演
劇
業
、
保
険
衛
生
業
及
ぴ
接
客
娯
楽

業
の
事
業
所
は
支
給
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ

し
v

な
お
、
詳
し
く
は
、
労
働
時
間
短
縮

支
援
セ
ン
タ
ー
愛
媛
県
支
部
(
宮

O
八

九
九
l
一
二
I
七
O
三
二
一
)
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
業
で
働
く
皆
さ
ん

退
職
金
共
済
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
国
が

昭
和
三
十
九
年
十
月
に
建
設
業
の
労
働

福
祉
対
策
の
一
環
と
し
て
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
創
設
し
た
も

の
で
、
そ
の
運
営
は
、
特
殊
法
人
建
設

業
・
清
酒
製
造
業
・
林
業
退
職
金
共
済

組
合
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
一
般
の
退
職

金
制
度
と
は
異
な
り
、
建
設
業
で
働
く

限
り
、
事
務
所
を
変
わ
っ
て
も
、
各
事

業
所
に
雇
用
さ
れ
就
労
し
た
期
間
全
部

を
通
算
し
て
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

業
界
退
職
金
制
度
で
あ
り
、
掛
金
納
付

は
共
済
契
約
を
結
ん
で
い
る
事
業
主
が
、

加
入
労
働
者
の
共
済
手
帳
に
就
労
日
数

に
応
じ
て
証
紙
を
貼
付
、
消
印
す
る
こ

と
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
十
四
万
二
千
の
建
設

業
者
と
、
百
九
十
五
万
七
千
人
の
労
働

者
が
こ
の
制
度
に
加
入
し
、
退
職
金
の

積
立
て
が
行
わ
れ
、
す
で
に
七
十
三
万

人
の
労
働
者
が
退
職
金
を
受
け
取
ら
れ

て
い
ま
す
。
建
設
業
で
働
く
皆
さ
ん
、
老

後
の
た
め
、
万
一
の
備
え
に
、
建
設
業

退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
一
日
二
百
六
十
円
の
掛
金
で

受
け
取
る
退
職
金
は
、
次
の
と
お
り
で

す。
年数 退職金額 年数 退職金額

2年 131，040円 25年 4，413，140円

5年 382，758円 30年 6，359，620円

10年 1，006，244円 35年 8，963，876円

15年 1，872，092円 37年 10，237，478円

20年 2，958，870円

詳
し
く
は
、
建
設
業
退
職
金
共
済
制

度
愛
媛
支
部
(
宮

O
八
九
九
I
四
三
1

五
四
O
六
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

れ
V

あ
な
た
の
技
能
を

検
定
し
て
み
ま
せ
ん
か

七
年
度
後
期
技
能
検
定

※この早見表は、掛金納付加日分をl年と換算して計算した退職金額です。

愛
媛
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、

次
の
と
お
り
「
平
成
七
年
度
後
期
技
能

検
定
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の
検
定
は
、
職
業
能
力
開
発
促
進

法
に
基
づ
き
、
労
働
者
が
身
に
つ
け
た

技
能
を
一
定
の
水
準
で
検
定
し
、
公
証

す
る
こ
と
に
よ
り
、
技
能
者
の
社
会
的

評
価
を
高
め
、
産
業
界
の
技
能
レ
ベ
ル

の
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

一
受
検
資
格
}
原
則
と
し
て
検
定
職
種

に
つ
い
て
の
実
務
経
験
が
必
要
で
す
が
、

そ
の
期
間
は
、
学
歴
や
職
業
訓
練
歴
等

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

一
受
検
手
数
料
}
実
技
試
験
(
一
万
三

千
八
百
円
以
内
)
学
科
試
験
(
二
千
六

百
円
)
{
申
請
受
付
}
平
成
七
年
十
月
三
日
か

ら
十
月
十
三
日
ま
で

{
検
定
実
施
職
種
}
工
場
板
金
、
機
械

保
全
、
婦
人
子
供
服
製
造
、
パ
ン
・
菓

子
製
造
、
酒
造
、
建
築
大
工
、
配
管
、

石
材
・
鉄
筋
・
防
水
・
ガ
ラ
ス
施
工
、

機
械
製
図
、
塗
装
ほ
か
四
十
三
種
類

な
お
、
詳
し
く
は
、
愛
媛
県
職
業
能

力
開
発
協
会
(
盟

O
八
九
九
l
四一

l

五
八
八
五
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

一
議
プ
|
ズ
ン
じ
一

一

備

d
4えル

r古量革蓬
ω

一

一
日
本
居
軍
璽
唱
宮
戸

一
九
月
に
入
つ
て
、
い
よ
い
よ
台
一

一風、シン
l
ズ
ン
の
到
来
で
す
O

一

一
台
風
に
備
え
て
各
家
庭
で
は
、
一

一
風
で
テ
レ
ピ
ア
ン
テ
ナ
が
倒
れ
た
↑

一
り
、
看
板
や
ト
タ
ン
板
な
ど
が
飛
一

一
ば
な
い
か
、
点
検
し
て
お
き
ま
し
ょ
一

一

三

一

一
そ
の
ほ
か
、
ピ
一
丁
ル
ハ
ウ
ス
↑

一
が
飛
ん
だ
り
、
樹
木
の
枝
が
折
れ
一

一
か
か
っ
た
り
し
て
停
電
の
原
因
に
一

一
な
り
ま
す
の
で
、
家
の
回
り
も
点
一

一
検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
一

一
ま
た
、
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
一

一
灯
の
準
備
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
一

一
ジ
オ
な
ど
も
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
一

置

、

っ

。

一

一
台
風
が
過
ぎ
去
っ
た
後
、
切
れ
↑

一
た
電
線
や
垂
れ
た
電
線
に
は
触
れ
一

一
な
い
よ
う
に
し
て
、
す
ぐ
に
電
力
一

一
会
杜
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
っ
。
一
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L
E
T
Sク
棚
グ
キ
シ
グ

生
活
改
善
幽
つ
〈
し

山
菜
お
こ
わ

一一一一紹介コーナー

{
材
料
一もた
ノ
米

し
い
た
け
ふ
さ
一

に

ん

ヒ

ん

一

各

四

O
O
g

た
け
の
こ
わ
ら
び
一

豆
(
い
ん
げ
ん
)
一

o
o
g

酒

一

O
O
∞

み
り
ん
、
し
よ
う
ゆ
各
五

O
∞

砂

糖

大

さ

じ

二

杯

い

り

こ

だ

し

汁

三

C
C
m

「

塩

少

々

一
作
り
方
一

一
引
一
も
ち
米
は
、
き
れ
い
に
洗
っ
て
一

晩
水
に
つ
け
る
。
口
一
一
は
、
し
い
た
け
、

ふ
き
、
た
け
の
こ
、
わ
ら
ぴ
を
細
か
く

切
り
、
み
り
ん
、
し
よ
う
ゆ
、
さ
と
う
、

い
り
こ
だ
し
汁
と
一
緒
に
煮
る
。
そ
れ

Jレ

(
圏
一
審
成
)

一
升

ぞ
れ
の
具
の
持
ち
味
を
市
か
す
た
め
、

あ
ま
り
煮
す
ぎ
な
い
。

②
に
ん
じ
ん
、
い
ん
げ
は
、
塩
ゆ
で

に
す
る
。
蒸
し
器
で
①
の
も
ち
米
を
よ

く
蒸
す
。

③
完
全
に
蒸
せ
た
ら
ハ
ン
ボ
に
と
る
c

①
で
と
れ
た
具
汁
と
酒
を
ふ
り
混
ぜ
令

わ
せ
て
十
分
ぐ
ら
い
ふ
た
を
し
て
む
ら

す。
④
③
に
①
の
具
を
入
れ
て
、
よ
く
混

ぜ
合
わ
せ
て
再
び
蒸
す
。
よ
く
蒸
せ
れ

ば
ハ
ン
ポ
に
と
り
、
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ

る
。
(
好
み
に
よ
り
塩
を
入
れ
る
。
)

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
:
季
節
に
よ
っ
て
材

料
は
変
わ
り
ま
す
が
、
も
ち
米
は
よ
く

蒸
す
こ
と
。

官

軍i
南j

H
H
長
浜
し
お
さ
い
短
歌
会
H
H

知l肱出北
の川 ての
被の 釣風
害濁 すお
に流 るさ
父ぁ 夫ま
、金がり
られ タ雪た

警雲橋君主之
ぬ昌美なムル
土審か?
は~_ N 11 
田 J に

つくしグループの皆さん

調闘員。て
白滝婦人会

私
達
の
白
滝
婦
人
会
生
花
教
室
辻
、

昭
和
四
十
九
年
に
白
滝
婦
人
会
前
動
の

一
環
と
し
て
誕
生
し
、
「
暮
ら
し
の
中

に
花
を
、
そ
し
て
心
に
潤
い
を
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
の

以
来
、
会
員
全
員
が
こ
よ
な
く
花
を

愛
し
、
こ
の
息
の
長
い
活
動
は
ど
の
ク

ラ
ブ
に
も
負
け
な
い
ぐ
ら
い
の
歴
史
を

同
問
、
水
沙
問

F

]

J

j

ノ

一

人
知
れ
ず
野
に
咲
く
花
に
魅
せ
ら
れ
て

そ
っ
と
掌
持
ち
描
い
て
み
た
り

上

川

洋

子

朝
日
受
け
元
気
に
咲
き
し
朝
顔
の
数
を

か
ぞ
え
て
楽
し
む
父
よ
島

田

光

子

手
ぬ
き
せ
ず
今
年
も
出
来
る
と
老
父
母

の
迎
火
焚
き
て
山
本
守
り
お
り

刻
ん
で
い
る
と
患
い
ま
す
。

現
在
、
指
導
者
は
地
元
の
婦
人
会
員

で
も
あ
る
徳
田
リ
ツ
子
先
生
で
、
華
道

家
元
「
池
坊
」
と
い
う
格
調
高
い
流
儀

を
教
わ
り
、
ま
た
、
最
近
増
え
て
き
た

洋
花
を
使
っ
て
モ
ダ
ン
な
生
け
方
に
も

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

今
の
季
節
、
食
卓
の
上
の
一
輪
挿
し 生花教室の会員の皆さん

に
は
ダ
リ
ア
の
花
を
、
ト
イ
レ
に
は
小

振
り
の
花
瓶
に
百
日
草
を
、
床
の
間
に

は
ガ
ラ
ス
の
水
盤
に
蒲
の
穂
を
す
っ
き

り
生
け
る
な
ど
、
生
活
の
中
の
折
々
の

場
に
い
つ
も
花
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。

花
に
接
し
て
い
る
と
、
ど
ん
な
に
気

分
が
落
ち
込
ん
だ
り
、
滅
入
っ
て
い
て

も
何
だ
か
落
ち
着
き
、
晴
れ
や
か
に
な
っ

て
来
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
生

活
の
中
に
花
と
接
す
る
機
会
を
多
く
取

り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一
練
習
日
一
毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日

(
午
後
二
時
か
ら
午
後
四
時
)

{
会
員
}
富
岡
ハ
ツ
子
、
速
JK
百
千
代
、

久
保
檀
子
、
鶴
岡
ユ
リ
下
、
別
百
八
重

子
、
田
中
鈴
子
、
叶
本
勲
子
、
木
村
恵

美
子
、
岡
野
ノ
ブ
コ
、
大
野
佐
千
子

一
連
絡
先
}
田
中
鈴
子
(
岱
ム
四
口

六
O
一

)

非公

益

子

田

ムクゲ
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ト
イ
レ
に
花
の
香
り
?

j
外
壁
に
花
の
絵
j

六
月
二
十
五
日
、
喜
多
灘
駅
前
に
あ

る
公
衆
ト
イ
レ
を
き
れ
い
に
使
っ
て
も

ら
お
う
と
、
今
坊
ゅ
う
や
け
の
会
が
、

ト
イ
レ
の
外
壁
に
花
や
草
な
ど
の
絵
を

ペ
イ
ン
ト
し
た
。

こ
れ
は
、
喜
多
灘
沿
線
を
中
心
に
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
進
め
て
い
る
同
会
が
、

ト
イ
レ
を
花
い
っ
ぱ
い
に
と
試
み
た
も

の
で
、
ト
イ
レ
の
外
壁
に
は
、
ひ
ま
わ

り
や
朝
顔
な
ど
の
絵
が
描
か
れ
、
さ
わ

や
か
な
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に
変
身
し
た
。

子
供
達
に
ゲ
l
ト
ボ

i
ル
を

ー
用
具
一
式
を
白
滝
小
に

1

七
月
七
日
、
白
滝
小
学
校
に
愛
媛
県

ゲ
l
ト
ボ
l
ル
連
合
会
か
ら
ゲ
l
ト
ボ
l

ル
用
具
一
式
が
贈
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
同
小
学
校
が
五
年
前
か
ら

地
域
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
「
二
一
世
代

ゲ
l
ト
ボ
l
ル
交
流
会
」
な
ど
を
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
つ
で
も
使
用
で

き
る
用
具
を
と
同
連
合
会
か
ら
贈
ら
れ

た
も
の
で
、
子
供
達
は
、
交
流
会
に
備

生
の
苦
楽
を
披
露

用具を贈られ喜ぶ白滝小の児童たち

ー
当
町
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
j

長
浜
音
楽
同
好
会
主
催
に
よ
る
「
し

お
さ
い
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
j
オ
ペ
ラ
・

ア
リ
ア
と
歌
曲
の
タ
ベ
j
」
が
、
七
月
二

十
一
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
催
さ
れ
、

音
楽
愛
好
者
ら
約
百
六
十
人
が
訪
れ
た
。

こ
れ
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
音
楽
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
に
音
楽
文

化
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の

で
、
テ
ノ
ー
ル
・
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
と
ピ トイレをきれいにとペイントする会員たち

え
練
習
を
と
張
り
切
っ
て
い
た
。

人
工
呼
吸
な
ど
を
訓
練

ー
救
急
講
習
会

1

七
月
二
十
五
日
、
町
体
育
館
大
ホ
ー

ル
で
普
通
救
命
講
習
会
が
行
わ
れ
、
町

内
の
保
母
や
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l
ら
約
二

十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
に

よ
り
救
命
率
の
向
上
を
図
る
た
め
に
行

!) 

~て6

ア
ニ
ス
ト
に
よ
る
生
の
音
楽
に
、
会
場

は
感
動
と
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

わ
れ
た
も
の
で
、
受
講
者
は
、
人
工
呼

吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
実
技
を

交
え
な
が
ら
、
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練

に
取
り
組
ん
で
い
た
。

夏
の
思
い
出
づ
く
り

j
白
滝
で
小
中
高
生
の
集
い
j

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た
、

長
浜
の
子
ど
も
を
み
ん
な
で
育
て
る
会

白
滝
支
部
に
よ
る
「
小
・
中
・
高
校
生

町に音楽文化をと行われたしおさいのファンタジー

訓練に励む参加者たち

夏
の
集
い
」
が
、
八
月
一
二
日
、
白
滝
小

学
校
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
か
ら
お
年

寄
ま
で
の
約
六
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
の
集
い
は
、
ふ
る
さ
と
で
夏
の
思

い
出
づ
く
り
と
世
代
聞
の
交
流
を
目
的

に
子
供
達
が
企
画
し
た
も
の
で
、
お
年

寄
り
と
の
ゲ
l
ト
ボ
1
ル
交
流
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、
花
火
な
ど
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
夏
の
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。

方

日IJ

~王
z士E
，雷、

ー
電
光
表
示
機
点
灯
式

1

七
月
十
七
日
、
出
石
の
物
産
直
売
所

(
あ
ら
せ
市
)
横
に
交
通
安
全
電
光
表

示
機
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
大
洲
交
通
安
全
協
会
長
浜

支
部
が
町
内
の
交
通
事
故
多
発
地
点
の

事
故
防
止
に
と
設
置
し
た
も
の
で
、
表

示
機
は
、
「
前
方
注
意
/
」
な
ど
約
二

十
種
類
の
事
故
防
止
用
語
が
表
示
さ
れ

て
い
た
。

子供遣が企画して行われた集い

表示機の点灯を行う安協関係者の人たち
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山
本
晋
也
君
ら
優
勝

町
内
小
学
校
水
泳
大
会

七
月
二
卜
四
円
、
長
浜
小
学
校
プ
ー

ル
で
、
平
成
七
午
度
長
浜
町
内
小
学
校

水
泳
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
成
拡
は
次
の
と
お
り
で
す
。

間
関

号

{
二
十
五

m
自
由
型
}
①
山
本
晋
也

(
櫛
生
)
日
秒
1
②
田
中
貴
(
白
滝
)

日
秒
4
③
須
藤
拓
巴
(
出
海
)
日
秒
7

一
五
十

m
自
由
型
}
必
稲
田
裕
(
長
浜
)

出
秒
2
一
色
一
田
中
貴
一
、
白
滝
)
却
秒
7
③

須
藤
拓
巳
(
出
海
)
出
秒
8

{百

m
自
由
型
一

ι清
水
大
記
(
山
山
海
)

l
分
お
秒
8
⑨
武
田
洗
明
(
長
浜
)
1

分
目
秒
8
一
切
矢
野
一
応
一
晃
(
長
浜
)
1

一一一一一歳です・表彰

明国圃園田・・E 盟国 E 田園 E 園周盟国目--院関車園間--問問・--圃圃圃.園田園圃幽臨圃・--圃. 
間

圃

-E 
-E 
E 

-E 
E . 
E 

E 

Z 

Z 

H 

' E 
冒

L
J
7
少
3

ノーノ

Q
U
1
f
‘4

{
五
十

m
平
泳
ぎ
一
①
西
村
勇
一
郎

(
出
海
)
判
秒
4
一
②
沖
江
佑
介
(
長
一
民
)

叫
秒
5
⑦
寺
同
英
昭
(
長
浜
)
別
秒
5

一百

m
平
泳
ぎ
一
①
坪
出
純
平
(
出
海
)

1
分
封
秒
4
②
寺
岡
英
明
(
長
浜
)
l

分
U
秒
3
③
史
野
湖
太
(
大
和
)
1
公

印
秒
6

{
五
十

m背
泳
ぎ
一
①
稲
田
裕
(
長
浜
)

位
秒
1
②
清
水
大
記
(
出
海
)
担
秒
1

③
同
岡
博
樹
(
櫛
生
)
叩
秒
5

一
二
十
五

m
バ
タ
フ
ラ
イ
}
①
山
本
普

也
(
櫛
生
)
口
秒
2
②
井
上
博
人
(
出

海
)
却
秒
4
一
品
一
菊
地
昭
弘
(
出
海
)
以

秒

6
一
五
十

m
バ
タ
フ
ラ
イ
一
⑦
坪
同
組
干

(
出
海
)
叫
秒
G
一
旬
内
村
勇
一
郎
(
山

海
)
必
秒
7
③
黒
田
雄
一
(
長
一
以
)
札

秒

4

一
七
十
五

m
個
人
メ
ド
レ
ー
一
①
沖
江

佑
介
(
長
誤
)
1
分
四
秒
0
②
西
岡
博

樹
(
櫛
生
)
1
分
日
秒
1
一
ゐ
井
上
博
人

(
出
海
)
1
分
団
秒
9

{
一
日
五
十

m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
一
①
品

海
(
清
水
大
記
、
坪
田
純
平
、
須
藤
拓

巳
)
2
分
叩
秒
4
②
一
櫛
生
2
分
四
秒
4

③
長
浜
2
分
日
比
秒
7

{
二
百

m
リ
レ
i
一
①
長
浜
2
分
出
秒

4
(
武
田
洗
明
、
沖
江
佑
介
、
稲
田
裕
、

高
岡
雄
一
郎
)
②
白
滝
2
分
記
秒
1
③

出
海
2
分
品
秒
3

女

号

つほ子さの 敵
てしにしあ思な二
いい育いるい未十
主とら女、や米一
て思てのやりで世

あ紀
るハ¥

よ向
うけ
にて
と
、歩ぇ

こき
のな
名夢
前と
を希
付望
け oコ
まあ
しる

平成6年9月19日生まれ yq素:

_ 1 1 i:兵 _49A-分分 1 ~ 38宣_16 i兵一
五分分)百秒主主五 4636分百秒捨五秒)二
十 4946 1 m 5台十秒秒 36 m '1 e + s 16十
m 秒秒分平③ 49m 05秒自③ 37 I!l③秒五
背 4 9 45泳和 p 平 ① 5 由足秒自大 1 m 
③秒ぎ田正詠 寸三②ニ暫 8 由石②白

王 室るZ議室互 訪古①竺雲主話番皇
軍 苦罪宇 E需主 昌喜言長妄①突を1
d; ~ 1ft ~ t~ 1il5 l~ S s 2: 5 恥; r r 出 宇佐5kiJ正 J出iイ責 ~~み ー!和車京;
春 三香緒 )FT二一!ー 出長三 39 長士~由
--;;;;:- :R勺美 50ーカ守 海浜(矛J、(具 18櫛ぷ
長 12納1 秒間帯 ~~長ぎ楠山秒生/ー
さ主 )三長 12: ')き 1 1き 壬元 9 .~長

(長浜)片岡未来ちゃん

構

(
父
リ
伸
二
さ
ん
・
母
H

千
賀
さ
ん
)

的
秒
7
②
有
友
聡
美
(
櫛
生
)
お
秒
9

③
上
回
朱
音
(
長
浜
)
叫
秒
4

一
二
十
7
1
m
バ
タ
フ
ラ
イ
}
①
高
屋
佳

忠
(
櫛
生
)
国
秒
5
②
村
本
理
美
(
出

海
)
叩
秒
7
③
西
田
佳
世
(
大
和
)
幻

秒
7一五
十

mバ
タ
フ
ラ
イ
}
①
村
本
理
美

(
出
海
)
崎
秒
4
③
豊
田
美
沙
(
出
海
)

日
秒
0
③
西
崎
希
(
長
浜
)
日
秒
0

{
七
十
五

m
個
人
メ
ド
レ
ー
}
①
和
田

千
穂
(
長
浜
)
1
分
川
秒
9
②
高
屋
佳

恵
(
櫛
生
)
1
分
ロ
秒
8
⑦
一
稲
津
知
子

(
長
浜
)
1
分
幻
秒
。

{
百
五
十

m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
I
}
①
長

浜
2
分
出
秒
4
(
上
回
朱
音
、
漬
上
奈
緒

美、

-
J日
み
き
)
②
大
和
2
分
日
秒
1

一
二
百

m
リ
レ

I
}
①
長
浜
2
分
認
秒

8
(
足
利
綾
、
和
田
千
穂
、
山
本
真
由

美
、
一
束
由
香
)
②
大
和
3
分
3
秒
9
③

出
海
3
分
7
秒
9

明
智

壮
さ
ん

人
命
救
助
で
感
謝
状

七
月
三
十
↑
日
、
大
洲
地
区
広
域
消

防
事
務
組
合
長
浜
支
署
で
人
命
救
助
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
人
命
救
助
に
貢
献
の

あ
っ
た
沖
浦
の
明
智
壮
さ
ん
(
四
五
)

に
、
担
は
井
宗
吉
同
組
合
消
防
長
か
ら

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

明
智
ぎ
ん
は
、
六
月
卜
七
日
、
肱
川

河
口
付
近
で
発
牛
し
た
水
難
事
故
で
、

感謝状が贈られる明智さん

自
己
の
危
険
を
か
え
り
み
ず
、
水
難
に

遭
っ
て
い
た
女
性
を
い
ち
早
く
発
見
、

救
助
し
、
尊
い
命
を
救
っ
た
功
杭
に
よ

り
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
c

菅
野
里
子
さ
ん
ほ
か

健
康
な
町
の
提
案
入
選

五
月
十
四
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で

「
第
一
同
長
浜
町
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
行
わ
れ
、
私
が
つ
く
る
健
康
な

町
「
こ
ん
な
町
に
暮
ら
し
た
い
」
提
案

募
集
で
次
の
方
々
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

青
野
里
子
(
長
浜
・
五
九
)
二
一
円
増
男

(
戒
川
・
三
九
)
遠
香
千
代
(
白
滝

五
二
清
水
禎
子
(
白
滝
・
五
山
)
武

田
節
子
(
白
滝
・
四
六
)
〈
敬
称
略
〉

な
お
、
こ
の
提
案
は
広
報
な
が
は

ま
十
月
号
か
ら
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。
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z 愛

志震
の
人
口

印刷倒岸本印刷

一募
集
内
容
}
十
月

一
日
国
勢
調
査
に

よ
る
愛
媛
県
の
人
口
予
想
を
募
集
。

一応
募
資
格
一
県
内
に
居
住
す
る
小
学

生
以
上
の
者
と
す
る
。

一賞
金
・

賞
品
}

一
等
(
五
万
円
)
・・

一
人、

二
等

(
三
万
円
)
・
:
二
人、

三

等
ご
万
円
)
:・
三
人
、
残
念
賞
(
テ

レ
フ
ォ
ン
カ
l
ド
)
:・
百
人

一応
募
方
法
}
①
応
募
は
、
「
官
製
ハ

ガ
キ
」
を
使
用
し
、

一
人

一
枚

一
解
答

と
す
る
。
②
ハ
ガ
キ
の
裏
面
に
、
予
想

人
口
、
住
所
、
氏
名
、
性
別、

職
業
(
学
校

名
、
学
年
)
、
年
齢
を
明
記
す
る
こ
と
。

{応
募
先
}
一
T

七
九
O
l七
O

(住
所

記
入
不
要
)
、
愛
媛
県
企
画
総
室
統
計

課
内
「
人
口
予
想
懸
賞
募
集
係
」

一
締
切
日
}
平
成
七
年
十
月
一
日
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{参
考
人
口
}
国
勢
調
査
愛
媛
県
人
口

(昭
和
六
十
年
:
・
百
五
十
二
万
九
千
九

百
八
十
三
人
、
平
成
二
年
:
・
百
五
十
一

万
五
千
二
十
五
人
、
平
成
七
年
・:?
)

寄
付
採
納

ー
ー

長
浜
の
吉
岡
重
則
さ
ん
・:
壷
一
個
を

長
浜
町
ふ
れ
あ
い
会
館
へ
。

φ 
結

婚

櫛

生
大
洲
市

中城

田戸

肇

ひ
と
み

田

久
保

幹
男直

江
シ
ナ
ヨ

ツ
ユ
子

伊
三
郎

シ
モ
コ

高
四
郎

純

吉

武

子
シ
ゲ
コ聴

住 7お
所員事
イ呆 1:1:1::1己
謹 分宰主

主薮る
名称 で
続竺 と
柄う

山玉小土河亀後高石笹

田本田 井 泉井澄岡藤田

愛
媛
県
で
は
、
大
洲
市
東
大
洲
に
建

設
中

(平
成
七
年
十
二
月
完
成
予
定
)

の
県
営
住
宅
「
大
洲
東
団
地
」
の
入
居

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
建
物
概
要
}
三
D
K
(
中
層
耐
火
三

階
建
)
で
家
賃
三
万
八
千
円

一
募
集
戸
数
一

三
十
戸

{
受
付
期
間
一

十
月
十
六
日
(
月
)
か

ら
二
十
日
(
金
)
ま
で

な
お
、
詳
し
く
は
、
愛
媛
県
大
洲
庁

舎
建
設
部
建
築
指
導
課
(
宮
O
八
九
=
了

二
四
l
五
一
一
一

こ

ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

今月のトップは丸井幸造さん
-萱美子さんのカップル
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7
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

名

沖

浦
長

浜

櫛

生
今

坊
下
須
戒

出

海

沖

浦

白

滝
長

浜

下
須
戒

(
五
七
)

(
八
五
)

(
八
二
)

(
七
六
)

(
八
六
)

(九
O
)

(
六
五
)

(七
四
)

(八
三
)

(
六
一
一
)

9月の声を聞くと、大気が澄み

月が美しく爽やかな秋を感じる。

長月は陰暦9月の異称。長月花は

菊の花をいう。 9月には十五夜、

敬老の目、秋分の日があるが、 9

月23日は西村兵太郎先生(俳号笑

波)の命日で今年で60回忌。四国

ー を誇った長浜小学校、日本一の

パスキュール式開閉橋 (226m)

の建設架橋。水産界の振興、町内

の水道 ・港湾 ・堤防 ・海水浴場 ・

水族館の設置など枚挙にいとまが

ない。町長から県議十六年の活躍

カ宝，思いi山らオLる。

特に、愛媛の俳誌ホ トト ギス誌

が東京へ移った後、西村先生の発

刊した俳誌シブキは、愛媛俳句の

振興に貢献した。発刊は明治38年

5月。当時、先生は22才の若さで、

選者に内藤鳴雪、村上容月外県内

の有名人を招いた。その名は県外

にも知られた。高等学校横の風格

ある氏の銅像と句碑は、全町民に

語りかけている。公平無私、精細

績密、寛容、情操の向上など全町

民の生活指針でもある。俳句も金

町民はもとより、町内小中学校で

「先生に続こ う」 を合言葉に諸先

生方の献身的指導と広報ながはま

への掲載は、文化振興と情操向上

に寄与し、文化の町・豊かな町づ

くりの原動力となり、町発展が期

待される。
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今
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来
月
一
日
に
、
合
併
四
十
周
年
記
念

事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
事
業
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

合
併
四
十
周
年
記
念
事
業
の
案
内

一
日
時
}
平
成
七
年
十
月
一
日
(
日
)

一
場
所
}
ふ
れ
あ
い
会
館
他

記
念
式
典
・
:
町
に
功
労
、
功
績
な
ど

の
あ
っ
た
方
の
表
彰
を
は
じ
め
、
祝
賀

会
な
ど
を
開
催
。
青
空
市:・
当
町
の
海

の
幸
、
山
の
幸
を
は
じ
め
、
当
町
の
特

産
物
な
ど
を
堅
冗
。

郷
土
芸
能
発
表
会
・
:

町
内
各
地
域
の
伝
統
芸
能
が
一
同
に
会

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
能
を
発
表
。
各
種

展
示
会
:
・
絵
、
書
、
俳
句
な
ど
を
は
じ

め
、
手
芸
品
や
盆
栽
等
の
作
品
を
展
示
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
:
阿
蘇
お
猿
の
里
か

ら
、
大
爆
笑
コ
ン
ト
、
華
麗
な
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
芸
を
披
露
。

こ
の
他
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
楽
し
め
る
催
し
物
も
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
ご
家
族
連
れ
や
ご
近
所
お
誘
い
の

う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

(

い
)

イ圭t
樹 き

数

人口をふやしましょう

7月末現在 前月との比較

10，722人 10人減
人 ロ (男 5，046人) (男 4人減)

女 5，676人 女 6人減

世帯数 3，735世帯 3世帯減

帯世口人


